
　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由
良くなる 住関連専門店（経営

者）
・毎月、売上を伸ばしている部門があるので、その部門に集
中することで売上増加に結び付けることができると考えてい
る。

やや良くなる 衣料品専門店（店員） ・今現在、春物を買い渋る客が実際に買うようになると思わ
れる。先物買いをする人が少ないので、現時点で売れない商
品でも２～３か月先だと売れるという見込みがある。

家電量販店（店長） ・新規顧客が増えていることに加えて、２月からは、入学・
就職・転勤・引っ越しなど、新生活需要が始まる。

家電量販店（店員） ・訪問販売・イベントなど、客へのアクションを起こすと、
ある程度反応があるので期待できる。

その他レジャー施設
（職員）

・スポーツシーズンが開幕し、北海道に本拠地を移すプロ野
球チームが本格的に稼動することになる。実際に同球団に
よって、どれくらい集客できるか、物販がどれくらい売り上
げるかは未知数であるが、期待している。

美容室（経営者） ・気に入ったものであれば、少々高額でも購入する傾向が出
てきた。

設計事務所（所長） ・景気回復の兆しなのかは確信が持てる状況ではないが、こ
こ２～３年の同じ時期と比べて、動きが活発になっている。

変わらない 商店街（代表者） ・倒産件数は減少ぎみであるが、雇用環境は改善されず、高
校生の就職内定率も約50％となっている。中小企業の社員も
給料は現状維持であれば最高という状態である。年金受給者
も防衛意識が大きくなってきている。このような背景では絶
対的な消費は伸びない。

商店街（代表者） ・春物のトレンドはある程度見えてきているが、単品物中心
であり、単価的に取れるかどうか何とも言えない。

百貨店（販売促進担
当）

・前年の市内の百貨店売上高は、新規店舗が参入したにも関
わらず前々年並みにとどまり、市場は拡大していない状況か
らみても、３月以降も伸長する見方はできない。

スーパー（店長） ・公共事業の実績が３割も落ち込んでいる。また新車の購入
も２割も落ち込んでいるという話も聞こえているので、今後
ますます不景気感が強くなる。

スーパー（店長） ・依然として客単価は落ち込んでいるが、それを来客数の微
増で食い止めている現状である。昨年９月以降、来客数は12
月を除いて前年比102％と微増ではあるが伸びている。

コンビニ（エリア担
当）

・競合店の増加、酒類販売店の増加、公共工事の減少と良い
要素がないので、消費も減少を続ける。

コンビニ（店長） ・オフィス街の立地なのでサラリーマン・ＯＬが客層の大半
を占めている。もう少し給料が自由に余裕を持って使えるよ
うにならないと買物点数の買い控えの状況はずっと変わらな
い。

家電量販店（地区統括
部長）

・今後、決算セール・シングル需要と期待できる販促策があ
るため、積極的に需要喚起を図ることにより実績確保をねら
うことができる。

乗用車販売店（従業
員）

・昨年と比べても来客数が減り、厳しい状況にある。

住関連専門店（営業担
当）

・ＢＳＥに加え、鳥インフルエンザなど、食に対する不安が
拡大している。特に１～２月は小売業の端境期でもあり、食
を中心に消費が落ち込み、景気回復の足を引っ張る恐れがあ
る。

その他専門店［医薬
品］（経営者）

・売上が安定し出してはいるが、売上に占める顧客含有率が
依然として高く、一般浮動客の割合はまだまだ低い。

旅行代理店（従業員） ・復調の兆しが見えてきた海外旅行であるが、今後、ＳＡＲ
Ｓや鳥インフルエンザの影響が懸念されるため、やはり先行
きが不透明である。

旅行代理店（従業員） ・海外旅行が回復するかと期待しているが、今度はアジアで
鳥インフルエンザ騒動が勃発し、マイナス要因として働く可
能性がある。

やや悪くなる スーパー（企画担当） ・ＢＳＥや鳥インフルエンザの問題が、商品の部分的な、あ
るいは一時的な現象であったとしても、全体の消費意欲に与
えるマイナスの影響は徐々に大きくなることが予想される。

コンビニ（エリア担
当）

・今後、入学シーズンを控え、ボーナスなどの可処分所得の
減少が直接、消費に影響する。

家計
動向
関連



その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（経営
者）

・ＳＡＲＳ・鳥インフルエンザなどの流行により、国内外の
移動が減少し、ガソリン需要が減少する。

高級レストラン（ス
タッフ）

・行政関係者の利用がめっきり減少しており、３月の年度末
や４月の年度始めの予約状況が悪い。

一般レストラン（ス
タッフ）

・同じフロアで営業している全国チェーンのレストランが２
月で撤退することが決まるなど、外食産業は厳しい状態が続
いているが、ＢＳＥ・鳥インフルエンザが追い討ちをかける
ように問題化し、ますます売上が減少することが予想され
る。

旅行代理店（従業員） ・雪害や航空機トラブルによる欠航、鳥インフルエンザの流
行などで旅行熱が冷えこむ。旅行申込も出発間際になってお
り、明るい材料を探すことが難しい。人員と販売額の前年比
も、週を重ねるごとに低下している。

悪くなる スーパー（店長） ・客単価の低下が、前年実績未達成の最大要因となっている
ように、客の低単価商品へのシフトなど、シビアな商品選択
や、必要最小限の購入姿勢は今後とも継続する。

コンビニ（エリア担
当）

・12月以降、来客数の減少に加えて、買上点数の減少傾向が
強まっている。

観光型ホテル（経営
者）

・大手旅行代理店との連携強化、地元の新聞による広告な
ど、営業展開しているが奏功していない。一方、消費単価で
も厳しい状況にある。宿泊単価は下げ止まった状態にあるよ
うだが、航空運賃の低下があまりなく旅行代金も硬直化して
いる。付帯収入は、地元客も財布のひもが厳しく、良くなる
ような材料は一つもない。

旅行代理店（従業員） ・ＳＡＲＳに加えて、鳥インフルエンザなど、旅行マインド
を低下させる事態が続いている。

タクシー運転手 ・規制緩和後、新規参入と既存事業者の増車でタクシーの台
数が約１割増えていることと、個人タクシーが来月新たに約
150台許可されることになり、タクシーはますます供給過剰
となって競争が激しくなり、一台当たりの売上が大幅に減少
していくと思われる。

良くなる － －
やや良くなる 食料品製造業（経営

者）
・米国におけるＢＳＥの発生が、今後、水産物に対してはや
や追い風となると想像される。

輸送業（営業担当） ・紙パルプや飼料メーカーの設備投資の効果に期待が持て
る。また、外貿コンテナの取り扱いも順調に伸びる模様であ
る。

その他非製造業［機械
卸売］（従業員）

・室蘭では大型プラントの製作や、高炉の安全対策に関する
仕事が動き出し、下請会社は見積作業や仕事の準備にかかり
出した。少なくとも夏頃までは地元業者が忙しくなる。

その他企業［コンベン
ション担当］（従業
員）

・新規施設の開業がある。

変わらない 輸送業（支店長） ・取引先及び同業者の中でも、輸出入を中心とした企業は上
昇傾向を維持しているが、国内、特に道内物流を中心とした
企業は荷物の動きが相変わらず減少しており、低調に推移す
る。

通信業（営業担当） ・コスト削減のための一時的な投資は増えているが、好況感
は感じられない。

やや悪くなる その他サービス業［シ
ステムハウス］（経営
者）

・４月以降の受注見通しがかなり厳しそうな感じがする。

悪くなる ○ ○
良くなる － －
やや良くなる 求人情報誌製作会社

（編集者）
・企業の新体制が始まる新年度募集に加えて、大手スーパー
の進出があり、求人関係においても好影響を与えている。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・増員を含めた新規求人数の増加がそれほど見込めない。
求人情報誌製作会社
（編集者）

・求人数全体としては増加しているが、増加しているのが特
定の業種となっている。減少している業種も、昨年大型複合
商業施設のオープンに伴って一時的な求人の増加の反動な
ど、個別の業種によって様々な要因が考えられ、雇用環境が
良くなると判断するのは難しい。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・建設関係や土木関係の衰退と小規模の飲食店や販売サービ
ス業の乱立で、スキルによるミスマッチも含め、多少ひずみ
を伴いながらも労働市場はお互いに相殺されている。

企業
動向
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新聞社［求人広告］
（担当者）

・十勝は道内の中では元気が良いと言われているが、農業以
外ではそれほど活気を呈している企業は少ない。求人広告
は、この３か月前年を下回っており、この傾向は続くと予測
される。

職業安定所（職員） ・大手スーパーの進出が今後予定されているが、他のスー
パーへの影響も懸念される。

職業安定所（職員） ・増加した求人の募集理由は、欠員補充が多く増員は少な
い。

やや悪くなる ○ ○
悪くなる ○ ○


